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↑毒 報 祉 会 に お け る ヒ ト の 変 容 と

　　　　　教 育 の 閣 題 に つ い て

　 　 　 　 ＊

佐伯卓也

　子ど も達 の取り巻 く環境が急速 に変容 しっ っ ある現在の 情報社会で は 、 意識 して もしな

くと もヒ トはそ の影響を強 く受け る 。 さ らに、文明は次の世代をひ弱にす ると言 うが 、 そ

の 兆 しが現れて い る 。 と こ ろで ヒ トは 囂に見える地球上の環境問題等 に は 目を向けるが ヒ

ト自体の 内面的な面には あまり注意を向けな い よ うであ る 。 こ の よ うな観点か ら独断と偏
見を顧み ず 、 教育の 試論を述べ る 。
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1　 は しが き

　家庭医掌 3 月号 （1990）の 巻頭言 （投稿者の

名はない ）で 、 「。・・今の情報化時代の†青報

の 与え られ方は 、 安直な 、 目や耳に快 い だけ の
、

加工すみ で あて が われた情報 、 飛び込ん だ情報

しか脳細胞 に は届かな い …　　 1 との 発言が

あ っ た 。 筆者に は こ の 発言が 、 単に情報 に 限 っ

た こ とで は な く、筆者の 取 り組ん で い る課題で

ある教育 （特に 数学教育）に もあて は まる と考

え られ る 。
つ ま 甑 上 の 発言で 、 「情報」を

そ っ くり 「教育」 （また は 「数学教育」）に 置

き換えて 「今の 教育 （薮学教育）の場で の 教材

の 与え られ方は、安直な、目や耳に快い だけ の 、

加工すみで あて がわれた教材、飛 び込んだ教材

しか脳細胞には届かない 」 と言 っ て もおか しく

な い よ うに見える 。

　 よ く言われ る こ とだが 「文明は次の世代をひ

弱 にする」 こ とが、今現実化 しつ つ あるよ うに

見え る 。 儔報の与え方の 問題だけで はな い 。 こ

の ごろは子ど もに あ ま り固い食物は与え られ な

くな っ たせ い で 、 子ど もの あ ごが退化 し始め て

い るとい わ れ た り、 小学生時代か ら成入病 の こ

とが で て い るよ うに 、 子 どもの 体そ の もの 、 そ

して 体力的に も問題が生 じて い る よ うに見え る 。

筆者は極めて独断的 な こ とを言わせ て もらえ ば、

こ れ らは 、 先進国と言われ る国の ヒ トの 滅亡 の

一
つ の 兆候の よ うに見えて来る 。

ヒ トの未来に 、

特に 先進国 と言われ る國々 に 、 明る い 21 世紀

は果た して 来 る の だろうか と疑 うもの で ある。

　こ の よ うな社会的な背景で は特 に 「教育 とは

何か 」、そ して 「教育は い か に在 るべ きか」

が 問 い 直され て 来るであろ う。小論で は こ の よ

うな問題提起を試み、それ に対応す る教育の 問
題を考え て 新 しく議論をまきお こ したい

。 ポパ

ー的論駁を期待する。

2　高度情報社会と教育の 問題

　 日本の 社会が鳫 度情報社会に入 っ て か ら久 し
い

。 それに対応 して 平成元 年度学習指導要 領も
施行 の 時期に な っ て 来た 。 これに つ い て は い ろ

い ろ言われ て い るが 、 筆者 は高度情報社会 に お

ける教育の キー
ワー ドと しては、後藤民 （198

3）の発言をか りて 「情報検索型の メデ ィ ア 自

由入闘の 育成」 と絞 りたい
． こ の意味は 、 情報

社会では多 くの 情報が 氾濫する。 こ の 中か ら自

分 に必要な情報だけをを選択で きる能力が要求
され る・こ の 能力が 達成される の に は、各種の

メデ ィ ア の 特性を熟知 した上で メデ ィ アとメ

デ ィ ア の 間を 自由に行き来出来 る人聞を養成す
る ことが前提 にな る、とい うこ とで あ る 。 特に

筆者は こ れ らの メデ ィ アを利用 して新 しい情報
の 加工 と発信が 出来る人闇の 育成を強調 して お
きた い 。　 とこ ろで数多い メデ ィ ア の 中で第

一

に注翻される もの は コ ン ピュ
ータそ して パ ーソ

ナ ル コ ン ピュ
ー

タ で あろ う。 と くに今回の 学習
指導要領は こ の こ とを意識 して 策定 されたよ う
に見え る。山極氏 （1989）は マ イ コ ン レー

ダー

イ ン タ ビュ
ーの 記事で 《新学習指導要領と情報

：k　SAEKI，　Takuya　 岩手大学
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活用能力とコ ン ピュ
ータ》 と して 、 情報の社会

的な関係に関連す る立場、 今日問題 とな っ て い

る コ ン ピュ
ータ犯罪 に も関連する立場に も配慮

して

　一 カ
ー

　4 っ の カテ ゴ リー

（1）情報の 判断、 選択、整理、処理能力及び

　新たな情報の 創造 、 伝達能力の 育成 。

（2 ）情報化社会の 特質、情報化の社会や 人闇

　に対する影響の理解 。

（3）情報の 重要性の認識、情報 に関す る責任

　感 。

（4） （主 と して コ ン ピ ュ
ータの ）情報科学の

　基礎及び情報手段の特徴の理解、基本的な操

　作能力等の 習得 。

を挙げて い る こ とも注目され る。この 中に も筆

者の 唱え るキーワー ドが含まれ て い る の が 分か

る。

3　教材の 与え方へ の疑間

最近の 科学教育学会等の 研究会でよ く話題に

なる ことがある （1990 年 3月 17 日
〜3月

18 日京都市を中心 に行われた研究会で も話題

にな っ た） 。 そ れは理 科教育の 実験がパ ソ コ ン

の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン で 行われ る こ とへ の 疑闇で

ある。シ ミュ レーシ ョ ン は実際の 現象 の モ デル

的な説明に 過 ぎな い
。

こ れ で 理科の授業がすべ

て 行われ るとは思わ ない が 、 実際の 自然現象が

分か るとは言え ない だろ うと言 う、 さ らに 自然

とは も っ と混沌 とした姿で あるか ら、 混沌か ら

いか に して必要な情報を袖出す るか の 教育が必

要で あると言 うこ とで あ っ た 。 こ こ に教材の 与

え方として の 甘やか しがあ るよ うに見え る 。

　とこ ろで 、実際小学校や中学校で行われ る観

察や実験で も、 自然か ら焦点化 して 抽出 した 、

い わゆ る 「人為的に作 られた場」に おける観察

で あ り、 実験である こ とが多い 。 これは 、 子ど

もに効率 よ く、か っ 、 危険を避けて教える、と

言 う場ではやむを得な い と考えて い る 。

　こ れ と同 じこ とが算数数学 の 教材の 与え方に

っ い て も言え る 。 ただ 、 問題になるは理科に 比

べ 、抽象的で あるの で 、 イメ
ージとかシ ンボル

が許されると思 うが 、 しか しこの 意味で算数数

学で も問題に なる こ とがあると考えて い る。

　第
一

の 問題は 、 理科ほどで はないが、数 学で

も自然に存在 して い る もの に関す る拘わ りのあ

る教材で 、 しか し実際に は自然に はあ ると思わ

れ な い形の教材を与え て しま う問題で ある。例

えば測定 した長さ の 計算等は 、 自然には殆 どあ

り得な い整数徳に な っ て い て、それで終わ っ て

い るこ とが多い 。 これは計算を簡単にす るため

な の で ある程慶致し方ない こ とで あるとか い っ

て も、 やは り、 問題に なるに違い ない 。 また、

パ ソ コ ン に よる提示、 シ ミ ュ レーシ ョ ン とい う

与え方も最近話題に な っ て い る。筆者自身 も中

学生対象の パ ソ コ ン教材の開発 に関係 して研究

し、 い くっ か の ソ フ トも開発 して 来た 。 しか し

パ ソ コ ンだけで は、やは り実際 の 世界を映 して

い ない と言 うこ とが痛感 して い て 、 こ れ に対す

る対応を模索 して してい る 。

　 第二 の 問題は 、 自然 との拘わ りとは関係は な

い が 、 数値を整数等に して計算を単純化 して い

る こ とで ある 。
これは、小学校 ・ 中学校で はや

む を得な い こ とは理解出来 るが 、 や は り問題 に

な るの で はなか ろ うか 。 例えば大学生で も、 二

次方程式

　　　　　 6x2 ＋ 7x − 3 ；  

は よい が、

　　　　 〔〕．112慧x2 −1．2006x−O．0283＝0

に なる と 、 不思議な顔を して 「こう言 う二 次方

程式は解孅 」 と言 っ た学生が い た の に は

驚か された 。 実際の世の 中で 出て くる二 次方程

式は こ の よ うな姿である と言 うこ とを見た こ と

がなか っ たの で あろ う。また、入学 試験問題で 、

ある高校教師から、ベ ク トル の 問題に 関連 して 、

そ の ベ ク トル の大 きさがザ 4439 とな る の は

よ くな い 、 と言われた こ と もあ っ た 。 例え ばこ

れがゾ 44 ぐらい なら良か っ たの か も知れない。

こ れは 、 多分高校教師には、ベ ク トル の 大 きさ

の ために は こ の よ うな計算時間の かか る問題 は
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不適当で ある、と言 う認識があ っ たと思 うが 、

出題の意図が 、 こ の よ うな数値計算を早く正確

に遂行する能力を見 るこ ともね らい の 中に入 っ

て い た の が こ の 教師に は理解が 出来なか っ た ら

しい
。

　第三 の 問題は 、 生徒に天下 り的に 「・e ・カミ

わか る」 として あま り解 り易 い 説明がなされ て

い な い 闇題で ある 。 確率に も見 られるが これ は

まだ実害が少な い と愚わ れる 。 ある中学校の 教

科書の確率の 冒頭で 、 さ い こ ろの 1の 目の で る

相対度数の 表があ っ た 。
い わ く、 「実際に さい

ころを投げて 1 の 目の 出た回数を調べ 相対度数

を計算 した もの で ある」と して表があ っ た。 そ

の 表は 10   0回まで の 実際の 数とグラ フ が書

い て あ っ た 。 筆者は こ の 聞題を実際パ ソ コ ン の

シ ミ ュ レー
シ ョ ンで や っ て 見た こ とが ある。パ

ソ コ ンの 乱数発生は 「くせ」が 出るの で そ の プ

ロ グラ ム の 中で は seecS を勵 ，、て 乱数パ タ
ー

ン

を変え られ るよ うに して 試みた所、安定 して 0．

1666 ・Pe が出て 来るの は、回数が 500

0〜 60   0回以上で あ っ た 。 教科書で は 「投

げた回数が多ければ相対度数は 1／ 6に 近い値

になることがわかる」 と述べ て い るだけで ある。

　また、 こ の 「天下り」の典型的な例は 、 当該

学年の 学習者には理解が難 しか っ た り、指導要

領の 範囲外で あ っ たときよ くな される の だが、

例えば中学 1年の 数学の教科書に見られ る例と

して 単元 「角すい ・ 円すい ・球」をあ げて み る 。

　あ る教科書の 記述をその まま引用する と、 球

の 体積と球の 表面積に っ い ては

　　　の 　　は 　そ の 　が ち ょ うど　る円　の

　　の 2／ 3で ある、 とい うこ とがわか っ

て い る。

　の は その が ち ょ うど る円
’

　　塑 　 　に 　しい、とい うこ とが わか っ て

　　 い る 。

とな っ て い る 。 こ こ で も 「。 die とい うこ とが

わか っ て い る 。 」 と書い て あるだけで は、生徒
の 納得は難 しい と思 う。っ まり、 「…　 」 を 、

問答無用で 鵜呑みにせ よ 、 と命令して い るよ う

に も見え るか らで あ る 。 そ こ で 同指導書で は

　　すい体 の体積、球の体積及び表面積を求め

　　 る式を中学校段階で数学的に導くこ とは困

　　難で ある。そこ で 、どの よ うにすれば求積

　　で きるか を考えさせ、模型を用いた り、 実

　　験 した りして ． 求積の式が生徒 に納得の い

　　 く形で 指導す る こ とが 大切で ある 。

と言 っ て 、二 三 の実験例等を載せ て いる程度で

ある。 これで は数学教育で よ く欝われる意味的

理解や 外的理解の 段階には達するよ うにするた

め に は教師に と っ て は 、 指導の 水準や方法が明

確で な く、
一・方。生徒 にと っ て は数学とはある

命題を丸暗記する もの と理解 して も仕方が な い

とい うこ と に な るか も知れ な い （勿論数学は

「公理系」と言われる天下り的な命題群が 出発

点に な っ て は い るが）。 さ らに 、 生徒に と っ て

は難 しい もの は 「知 られて い る」 とい うことで

済ませ れ ばよ い と言 う風潮を教える ことに も

な っ て しまう恐れ もある 。

　こ れ らの問題の 克服の た め の 方策に つ い て は

後で 提案する として 、次に教師教育 （数学）の

立場か らの 問題 点を指摘する 。

4　これ らの 問題に対する対策の試み

　前節で 触れた諸問題点の うち 、 今日の わが 国

の 高度情報社会が もた らした もの と考え られ る

もの の幾 っ かを 、 独断と偏見で はあるが、指摘

して おきたい 。

　  社会 に おける多 くの 情報の 氾濫は 、 子ど も

に必要な情報の みを取捨選択的に把握 させ る能

力弱めて い るように見える こと、

　  社会にお ける多 くの情報の氾濫は 、 子ど も

を して受動的に情報を、要不要、善悪等を抜き

に して 、 ただ鵜呑み に して 、 信 じて行 く傾向を

助長 して い るこ と、

　  子 ど もの情報の受容は 、 よ り楽 しい もの 、

よ り快い もの 、 よ り楽な もの …　 へ の選択が

起 こ り、 そ こ に商業的要素が加わ り助長され て

い る こと、
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　  こ れ らの 結果、子 どもは自分 自ら問題を考

え る等の創造的活動の 動機付 けの機会が極端に

少な くな っ て来た こ と、

　  子 どもの 考え方が 、 教師の影響 、 両親の 影

響、社会の 風潮も加わ り、 表面的 ・刹那的にな

り、事象の 哲学的な深い澗察力 、 地球的規模で

考える力 、 そ して 、 過去と未来を見通 し現在を

ど う位置付け る力の 養成等に結び付 くこ とが極

端に少な くな っ て い る こ と、

等を挙げてみた。

　 この ほかに も多 くの 間題点が あろ うか と思 う

が、差 し当たりこ の よ うな問題点に まとめて 置

き、 次に これ ら問題の 解決の 方策を 、 やは り、

独断と偏見を顧みず述 べ て み る。

　第一に 、 子 どもの 意識を改革する前 に 、 研究

熱心 な
一
部 の 教師を除い て 、

一
般に教師の 意識

の 改革を しな ければ な らな い 。 従 っ て 、 教師教

育の 立場か ら 、 教員養成大学学部における指導

も、 そ の 意識改革を踏まえて 実行 しなければな

らな い で あろ う 。

　第二 に 、今直面 して い るあ らゆる問題を解決

するため に は 、 そ の 問題を過去現在未来と見渡

し、空間的に も トータル な観点か ら洞察が 出来

て 、 解決の の 方略 （strategy ）ど方術 （tactic

s）を こ の よ うな観点で立案 し実行 して行け る

能力を付けさせ る方向で の 教育を行 うこ と 、 を

挙げることがで きる 。

　第三 に 、 創造性の教育をする ことを取り上げ

る。ただ、創造性と言 っ ただけで は、原子爆弾

の 発明 も、農薬か ら爆発物を作 る こ とも、 生物

の 遺伝子を操作 して 地球上に 化け物を作 っ た り、

ヒ トの 遺伝子を操作 して 、 本人は善意 の つ もり

で も結果と して ヒ トを滅亡させ る方向の 研究に

な っ た りする こ と等 も入っ て 来る 。 しか し、 こ

れ で は困る こ とは誰の 目に も明らかで あろ う。

従 っ て、創造性を論 じるときは、ag−一の ところ

で 考察 した したよ うな、 ヒ トや外の生物、地球

的な環境に おける トータルな 、 そ して 、 ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 的な健全な観点と い うか 、 ヒ トの 文化

論的視野か らの 哲掌的視点で 考え る必 要が あ る

こ とを 、 まず強調 して お きた い 。

　第四 には、高度情報社会にお け る氾濫する情

報の 中か ら、 必要な惜報の みを把握 し、加工 し、

そ して 発信する訓練を ことが必要で ある。 と い

うの は 、 情報社会で はやや もす ると 、 快い情報

のみ に耳を傾 け支持 し、何等か の 苦痛を伴う情

報には単純に反発す るだけで 、しか も個々 ば ら

ば らに 断片的 にキ ャ ツ チする傾 向が ある 。 こ の

ままで は、多 くの サイレ ン トマ ジ ョ リテ ィ
ー

は

意識す ると しな い に拘わ らず 、 いわ ゆ るノイ ズ

イマ イノ リテ ィ
ーに 振 り回さ れ ることにな るか

らで ある 。

　筆者 の これ らの 発言は 、 独断と偏見に負 うと

こ ろが多い こ とをお詫び した い 。だが、これ ら

の 問題はみん なが発言を恐れて い て は何等解決

に な らな い こ と も事実で ある。 筆者は こ の 試論

が きっ か け とな り、 ポパ ー的反駁が 起こ っ て 論

じられるよ うに な る こ とを顯 っ て 止まな い
。
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